
パネルディスカッション
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① 任意加入と“分断・不公平感”への対応

• 会員／非会員の間に生まれがちな「ずるい」「不公平」といった感情について、現場でのリアルな声を共
有。

• PTAは「サービスを受ける対価を払う団体」ではなく、「協働のための自主的なつながり」であるという点
の伝え方が重要。

• PTA活動の価値を「見える化」し、「誰に、どんな意味があるのか」を丁寧に伝えることが、対立ではなく
理解と共感を生む第一歩に。

② 上位団体（市P・県P）からの退会とその影響

• 退会によって得られる自由度や会費削減といったメリットの一方で、情報共有や行政との連携の弱体
化といった課題もあることが紹介された。

• PTA連合体（P連）の果たすべき意義と役割を見直し、それが機能していないと感じられる場合は、
退会も選択肢の一つ。

• 横のつながりや行政との関係性は、退会後も「有志団体」などの形で維持・再構築できる可能性も提
示された。
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③ 役員決め・選出制度の課題と工夫

• ポイント制や免除ルールが、「できるだけ関わらずに済ませたい」方向に働いてしまうケースがあるという
指摘。

• 本来の目的である「子どものための活動」に立ち返り、その意義や役割を見える形で共有することが
大切。

• 「やらされ感」を減らし、「納得して関わる」ための仕組みづくりと対話の積み重ねがカギ。

④ PTAの存在意義と“やってもいいかも”と思える環境

• 「保護者の集まりは、大人の“学級活動”のようなもの。学びや出会いの場になる」という視点の共有
が印象的。

• 「やる or やらない」の二項対立ではなく、「できるときに、できる範囲で関わる」ことが大切という意識
が繰り返し確認された。

• 正しい情報と穏やかな対話を通じて、“関わってみようかな”と思える雰囲気を育てていくことの意義が
強調された。



PTAや保護者会は、「子どものために大人がつながる場」

関わり方は「できる人が、できる時に」でOK

任意加入の原則をふまえた、透明性のある運営

誤解や分断ではなく「対話」が大切

形式よりも「目的」を大事にする

自分たちに合った形に、少しずつ見直せばいい

一人じゃなく、同じように考えている人がいる

今日のイベントが「共に考えるきっかけ」になりますように！

今日のまとめ・気づきのキーワード
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